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	～ 企業とＮＰＯが協働した日本の希少生物種の保全活動 ～
	１．「ＳＡＶＥ ＪＡＰＡＮ プロジェクト」の概要
	２．２０１６年度の展開方針
	プロジェクト開始から５年が経過し、一般参加者のプロジェクト認知度向上により地域の自然環境への関心や生物多様性への理解の向上に効果が出てきました。
	２０１６年度はより地域の独自性を活かした「いきものが住みやすい環境づくり」を進めるために、多様な主体との「連携」「協働」を促進し、持続的に地域に定着した取組みとなることを目指します。１０月１日以降、野鳥との出会いを楽しむ石川のイベントや絶滅危惧種の植栽を体験する神奈川のイベントを皮切りに、２０１７年９月までの期間、全国で地域の希少生物種保全をテーマとした体験型イベントを開催します。

